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脳回路バイオマーカ

研究成果:うつ病患者群と健常者群の間の脳ダイナミックモードの出現頻度の違い
研究背景

BOLD信号と神経伝達受容体分布
健常者群と⽐較して，うつ病患者群はBOLD信号が特定
の神経伝達受容体分布に類似した状態の出現頻度が上
昇する。
動的脳状態と個⼈特性の関係
健常者の動的脳状態から、流動的知性などの個⼈特性
が予測できる。(Ikeda et al, 2022, NeuroImage)

研究⽬的

研究結果

健常者群とうつ病患者群の間で、動的脳状態の変化を
出現頻度の観点から調査した。

研究⼿法
BOLD信号に対しダイナミックモード分解を適⽤した。
続いて、ダイナミックモードに対しt-SNEを適⽤した。
最後に、確率密度⽐推定を適⽤してダイナミックモー
ドの出現頻度を計算しプロットした。

今後の⽅針

動的脳状態の出現しやすさと神経伝達物質、脳構造の
関係性について調査する。


